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本研究は、1999 年の震災被害を受けたトルコ共和国ドゥズジェ市を対象とした被災と復

興に関する学術調査とその分析を、歴史と文化をふまえた領域横断的な見地から行うことで、

日本における災害に関わる政策と研究の深化に寄与しようとするものである。具体的には､

ドゥズジェ市における震災時および復興過程における政策､被災状況､住民の行動と発想､建

築様式や都市形態に関して､既に行った被災直後の調査項目を､復興過程や意識変化・生活状

況変化の時系列分析を定量的に行えるように再調査するとともに､地域の歴史的変遷や文化

的背景も現地での取り纏めを依頼し､防災・復興制度や住民の行動・意識への歴史・文化的な

影響を明らかにしようとしている。これに､日本でのこれまでの研究蓄積を加え､災害に関わ

る日本とトルコの比較分析の形で取り纏め､歴史と文化をふまえ地域性を重視した防災と復

興のあり方を提示することが研究の目的である。 
研究活動・作業は、①現地調査により､都市のフィジカルな側面､および住民の被災行動や

災害・復興への意識に関する調査結果が得られるので､既存の調査結果と合わせ､トルコの震

災復興過程の時系列分析を行う。②文化と歴史に関する調査結果を合わせ､これらが復興政

策や住民行動・意識に与えた影響を分析する。③日本の同種の情報との比較分析を行って、

両国の違いについて対比的に記述した比較リストを作成する、という方針で進めた。 
まず、上記の①に関しては、建築物・土地利用・道路（交通）に関する被災と復興の状況

に関する調査を行った。建物利用状況の被災前・被災直後・現時点の変化の確認、固定資産

台帳より建物復旧年度を調べることによる時空間データ化、新市街地～都心間の幹線道路の

交通調査を行うことができた。②に関しては、記述資料による歴史調査を、19 世紀の『収入

台帳』に関する文献調査を現地に依頼して行うことができた。③に関しては、日本での震災

復興支援活動の成果をふまえ、両国の状況を対比的に記述したうえで、これに文化的・歴史

的要因に関する分析を加味して探索的な考察を行った。 
こうした研究成果は、筆者の専門である交通分野、GIS 分野に関わるものとしてダイナミ

ックマッピング方式を提案し、これの応用としての災害対応カーナビゲーションに関わる成

果として収斂させ、2018 年度および 2019 年度の地理情報システム学会にて口頭発表を行う

とともに、同講演論文集への掲載という形で公表に至っている。 
以上のように、分野別研究組織としての支援を得ることで、概ね、研究目的を達成し、重

要な研究成果をあげることができたことを報告する。 




